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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年12月17日(2020.12.17)

【公表番号】特表2018-538236(P2018-538236A)
【公表日】平成30年12月27日(2018.12.27)
【年通号数】公開・登録公報2018-050
【出願番号】特願2018-517737(P2018-517737)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 321/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/54     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/38     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 321/10     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  321/00     ＣＳＰ　
   Ｃ０９Ｋ   19/54     　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｋ   19/38     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  321/10     　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/13     ５００　
   Ｇ０２Ｂ    5/30     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年11月6日(2020.11.6)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
式Ｉ
【化１】

式中
Ｌ１１、Ｌ２１は、各々、同一にまたは異なって、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＳＣＮ、
ＳＦ５、非置換であっても、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＩもしくはＣＮによって単置換もしくは多
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置換されていてもよい２５個までのＣ原子を有する直鎖状もしくは分枝状アルキルであっ
て、それは、１以上の非隣接ＣＨ２基が各々の場合において互いに独立して、－Ｏ－、－
Ｓ－、－ＮＨ－、－ＮＲ０－、－ＣＯ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ
）－Ｏ－、－ＳＣ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｓ－、－ＣＨ＝ＣＨ－または－Ｃ≡Ｃ－によりＯ
および／またはＳ原子が互いに直接結合しないように置き換えられていることもまた可能
である該アルキル、重合可能な基Ｐ－Ｓｐ－Ｘ、または、Ｌ３１によって、もしくは重合
可能な基Ｐ－Ｓｐ－Ｘによって任意に単置換もしくは多置換されていてもよい２０個まで
のＣ原子を有するシクロアルキルもしくはアリールであり、
Ｐは、ビニル基、アクリレート基、メタクリレート基、プロペニルエーテル基またはエポ
キシ基であり、
Ｓｐは、－（ＣＨ２）ｐ－、－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｒ－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２

－Ｓ－ＣＨ２ＣＨ２－または－ＣＨ２ＣＨ２－ＮＨ－ＣＨ２ＣＨ２－であり、ｐが２～１
２の整数であり、およびｒが１～３の整数であり、
Ｘは、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ
－、－ＯＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ０－、－ＮＲ０－ＣＯ－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ
－、－ＳＣＨ２－、－ＣＨ２Ｓ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＯＯＣ－ＣＨ＝ＣＨ－ま
たは単結合であり、
Ｒ０は、Ｈまたは１～４個のＣ原子を有するアルキルであり、
Ｍ１およびＭ２の一方は－Ｚ３１－Ａ３１－（Ｚ３２－Ａ３２）ｍ－Ｒ３１であり、他方
はＲ４１もしくはＡ４１であり、または、
Ｍ１およびＭ２の両方は、同一にまたは異なって、－Ｚ３１－Ａ３１－（Ｚ３２－Ａ３２

）ｍ－Ｒ３１であるか、または、
【化２】

は、
【化３】

もしくは
【化４】

であり、
Ｕ１およびＵ２は、各々、同一にまたは異なって、-ＣＨ２-、-ＣＦ２-、－Ｏ－、－Ｓ－
、-ＣＯ-または-ＣＳ-を示し、
Ｖ１およびＶ２は、各々、同一にまたは異なって、単結合または（ＣＨ２）ｎを示し、こ
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こで３つまでの非隣接ＣＨ２－基が－Ｏ－および／または－Ｓ－によって置き換えられて
いてもよく、
Ｚ１１、Ｚ１２、
Ｚ２１、Ｚ２２、
Ｚ３１およびＺ３２は、各々、同一にまたは異なって、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ－、－Ｃ
ＯＯ－、－ＯＣＯ－、－Ｏ－ＣＯＯ－、－ＣＯ－ＮＲ０－、－ＮＲ０－ＣＯ－、－ＯＣＨ

２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＳＣＨ２－、－ＣＨ２Ｓ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－Ｃ
Ｆ２Ｓ－、－ＳＣＦ２－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＦ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＦ２－、－
ＣＦ２ＣＦ２－、－ＣＨ＝Ｎ－、－Ｎ＝ＣＨ－、－Ｎ＝Ｎ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝
ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＦ－、－ＣＦ＝ＣＦ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－Ｏ
ＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－または単結合を示し、
Ａ１１、Ａ１２、
Ａ２１、Ａ２２、
Ａ３１およびＡ３２は、各々、同一にまたは異なって、１，４－フェニレン、ここでさら
に、１以上のＣＨ基がＮによって置き換えられていてもよく、１，４－シクロヘキシレン
、ここでさらに、１以上の非隣接ＣＨ２基が－Ｏ－および／または－Ｓ－によって置き換
えられていてもよく、１，３－ジオキソラン－４，５－ジイル、１，４－シクロヘキセニ
レン、１，４－ビシクロ［２，２，２］オクチレン、ピペリジン－１，４－ジイル、ナフ
タレン－２，６－ジイル、デカヒドロナフタレン－２，６－ジイル、もしくは１，２，３
，４-テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイルを示し、これら全ての基が非置換である
か、Ｌ３１によって単置換または多置換されていることが可能であり、
Ａ４１は、フェニル、ここでさらに、１以上のＣＨ基がＮによって置き換えられていても
よく、シクロヘキシル、ここでさらに、１以上の非隣接ＣＨ２基が－Ｏ－および／または
－Ｓ－によって置き換えられていてもよく、１，３－ジオキソラン－４－イル、１－シク
ロヘキセニル、１－ビシクロ［２，２，２］オクチル、ナフタレン－２－イル、デカヒド
ロナフタレン－２－イル、もしくは１，２，３，４-テトラヒドロナフタレン－２－イル
を示し、これら全ての基が非置換であるか、Ｌ３１によって単置換または多置換されてい
ることが可能であり、
Ｌ３１は、各々、独立して、または異なって、ハロゲンまたは１～７個のＣ原子を有する
シアノ、ニトロ、アルキル、アルコキシ、アルキルカルボニルもしくはアルコキシカルボ
ニル基であり、ここで１個以上のＨ原子がＦまたはＣｌによって置き換えられていてもよ
く、
Ｒ１１、Ｒ２１

Ｒ３１およびＲ４１は、各々、同一にまたは異なって、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、
ＳＣＮ、ＯＨ、ＳＦ５、非置換であっても、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＩもしくはＣＮによって単
置換もしくは多置換されていてもよい２５個までのＣ原子を有する直鎖状もしくは分枝状
アルキルであって、それは、１以上の非隣接ＣＨ２基が各々の場合において互いに独立し
て－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＨ－、－ＮＲ０－、－ＣＯ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）－
、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－、－ＳＣ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｓ－、－ＣＨ＝ＣＨ－または－Ｃ≡Ｃ
－によって－Ｏ－および／または－Ｓ－原子が互いに直接結合されないように置き換えら
れていることもまた可能である該アルキル、または重合可能な基Ｐ－Ｓｐ－Ｘを示し、
ｍは、０、１または２であり、
ｍ１、ｍ２は、各々、同一にまたは異なって、０、１、２または３であり、
ｎは、１～７の整数であり、
ｒ１、ｒ２は、各々、同一にまたは異なって、０、１、２、３、４または５を示し、なら
びに
ｓは、１を示す、
で表されるキラル化合物。
【請求項２】
　Ｍ１がＨを示し、Ｍ２が－Ｚ３１－Ａ３１－（Ｚ３２－Ａ３２）ｍ－Ｒ３１を示し、お
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よび、ｍが０または１である、請求項１に記載のキラル化合物。
【請求項３】
【化５】

が
【化６】

または
【化７】

であり、および、ｍが０または１である、請求項１に記載のキラル化合物。
【請求項４】
　以下の式

【化８】
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【化９】

式中
Ａ１１、Ａ１２、
Ａ２１、Ａ２２は、各々、同一にまたは異なって、１，４－フェニレン、１，４－シクロ
ヘキシレン、ナフタレン－２，６－ジイルを示し、これら全ての基が非置換であるか、Ｌ
３１によって単置換または多置換されていていることが可能であり、
Ｒ１１、Ｒ２１

Ｒ３１およびＲ４１は、各々、同一にまたは異なって、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、ＣＮ、非置換であ
っても、Ｆ、Ｃｌ、もしくはＣＮによって単置換もしくは多置換されていてもよい７個ま
でのＣ原子を有する直鎖状もしくは分枝状アルキルであって、１以上の非隣接ＣＨ２基が
各々の場合において互いに独立して－Ｏ－、－ＣＯ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）－
、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－、－ＳＣ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｓ－、－ＣＨ＝ＣＨ－または－Ｃ≡Ｃ
－によって－Ｏ－および／または－Ｓ－原子が互いに直接結合しないように置き換えられ
ていることもまた可能である該アルキル、または重合可能な基Ｐ－Ｓｐ－Ｘであり、
Ｐは、ビニル基、アクリレート基、メタクリレート基、プロペニルエーテル基またはエポ
キシ基であり、
Ｓｐは、－（ＣＨ２）ｐ－、－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｒ－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２

－Ｓ－ＣＨ２ＣＨ２－または－ＣＨ２ＣＨ２－ＮＨ－ＣＨ２ＣＨ２－であり、ｐが２～１
２の整数であり、およびｒが１～３の整数であり、
Ｘは、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ
－、－ＯＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲ０－、－ＮＲ０－ＣＯ－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ
－、－ＳＣＨ２－、－ＣＨ２Ｓ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＯＯＣ－ＣＨ＝ＣＨ－ま
たは単結合であり、
Ｚ１１、Ｚ１２、
Ｚ２１およびＺ２２は、各々、同一にまたは異なって、－Ｏ－、－ＣＯ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ
－、－ＯＣ（Ｏ）－、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－
、－ＯＣＦ２－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＦ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＦ２－、－ＣＦ２Ｃ
Ｆ２－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＦ－、－ＣＦ＝ＣＦ－、－Ｃ≡Ｃ
－、または単結合を示し、
Ｚ３１は、各々、同一にまたは異なって、－Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）－、－ＯＣＨ２－、-Ｃ
Ｈ２ＣＨ２－、-ＣＦ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＦ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－または単結合を
示し、
Ｌ１１、Ｌ２１、Ｌ３１は、各々、同一にまたは異なって、Ｆ、Ｃｌ、または１～７個の
Ｃ原子を有するアルキルもしくはアルコキシを示し、ここで１個以上のＨ原子がＦまたは
Ｃｌによって置き換えられていてもよく、
ｍ１、ｍ２は、各々、同一にまたは異なって、０、１、２または３であり、
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ｒ１、ｒ２、ｓ１は、各々、同一にまたは異なって、０、１または２であり、ならびに
ｓは、１を示す、
で表される化合物の群から選択される、請求項１または２に記載のキラル化合物。
【請求項５】
　Ｒ１１、Ｒ２１およびＲ３１の少なくとも１つが、重合可能な基Ｐ－Ｓｐ－Ｘを示すか
または含む、請求項１～４のいずれか一項に記載のキラル化合物。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の式Ｉで表される１種以上のキラル化合物を含むこ
とを特徴とする、液晶混合物。
【請求項７】
　コレステリック相を示すことを特徴とする、請求項６に記載の液晶混合物。
【請求項８】
　ブルー相を示すことを特徴とする、請求項６に記載の液晶混合物。
【請求項９】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の式Ｉで表される１種以上の化合物ならびに式Ｉで
表される前記化合物および／または付加的な重合可能なメソゲン性化合物であり得る少な
くとも１種の重合可能なメソゲン性化合物を含む、重合可能な液晶混合物。
【請求項１０】
　請求項９に記載の混合物を重合することによって得られるキラル直鎖状または架橋され
た液晶ポリマー。
【請求項１１】
　キラルドーパントとしての、請求項１～５のいずれか一項に記載のキラル化合物の使用
。
【請求項１２】
　請求項６～８のいずれか一項に記載の液晶混合物を含む液晶ディスプレイ。
【請求項１３】
　ポリマー安定化ブルー相を含有することを特徴とする、請求項１２に記載の液晶ディス
プレイ。
【請求項１４】
　液晶混合物がコレステリックであり、およびディスプレイがＳＳＣＴ型である、請求項
１２に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項１５】
　請求項９に記載の重合可能な混合物から得られるカラーフィルター、広域反射型偏光板
、パターン化されたフィルムまたはセキュリティーマーキング。
【請求項１６】
　式
【化１０】

で表される化合物が、アルキル化またはアセタール化によって式Ｉで表される化合物に変
換される工程を含み、式中、存在する基が請求項１に示されるとおり定義されることを特
徴とする、式Ｉで表される化合物を製造する方法。
【誤訳訂正２】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
Ａ１１、Ａ１２、
Ａ２１、Ａ２２、
Ａ３１、Ａ３２、
およびＡ４１は、各々、同一にまたは異なって、１，４－フェニレン、ここでさらに、１
以上のＣＨ基がＮによって置き換えられていてもよく、１，４－シクロヘキシレン、ここ
でさらに、１以上の非隣接ＣＨ２基が－Ｏ－および／または－Ｓ－によって置き換えられ
ていてもよく、１，３－ジオキソラン－４，５－ジイル、１，４－シクロヘキセニレン、
１，４-ビシクロ［２，２，２］オクチレン、ピペリジン－１，４－ジイル、ナフタレン
－２，６－ジイル、デカヒドロナフタレン－２，６－ジイル、もしくは１，２，３，４-
テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイルを示し、これら全ての基が非置換であるか、Ｌ
３１によって単置換または多置換されていることが可能であり、
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